
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晴れで森は３℃の活動日和。久し振りの厳冬で道端に残雪があり、二つ池の氷も子どもが乗れるほど厚く、霜柱や

池の氷、生きもの、森のクロモジなども観察しました。今回は多数の参加者で新型コロナ防染対策に気をつけて、

活動しました。昼過ぎにビジターセンターに戻り、温かい昼食のあと、調査観察したものや、冬ならではの体験を

紹介しました。花が咲く頃、モリアオガエルの頃にまた会いましょう！  １月１６日 六甲山を活用する会 事務局 

 

2022 年冬の「六甲山子子子どどどもももパパパーーークククレレレンンンジジジャャャーーーををを目目目指指指そそそううう！！！」」」         
222000222222 年年年 111 月月月 111666 日日日   総総総参加者 48 名 まままちちちっっっ子子子ののの森森森＆＆＆六六六甲甲甲山山山ビビビジジジタタターーーセセセンンンタタターーー   

六甲山を活用する会 

ケーブル下を出発 ビジターセンター到着 久門田講師のお話 冬のパークレンジャーの解説 

ブルーシートを敷いて拠点づくり 

凍った下池 

まちっ子の森に到着 

ビジターセンター出発前の４８名 

森の見学コースを散策 

まちっ子の森に向う 

凍った上池 

氷の上を歩く 

霜柱 

ルーペで観察 

山口さんのマイウッド 

上池で氷を調べる 

氷の厚さは３～５ｃｍ 

田邊さんのマイウッド 

 

センターに戻って 

研究チームの発表 

センターでストーブに温まる 

かすがこども園グループの発表 

記念碑台バス停から下山 持ち帰った氷も発表 


